
 

 

ROTARY CLUB OF OMIYA WEST 
 

 

2018～2019 年度 大宮西ロータリークラブ週報 
創 立：1963年3月22日 

例会場：パレスホテル大宮 

例会日：月曜日 12:30～13:30 

会 長 
幹 事 
公共ｲﾒｰｼﾞ 
向上委員会 

新井 清太 
新藤 栄介 
 
川井 理砂子 

第2586例会 

発 行 日 

週 報 当 番 

2019/ 1/21 

2019/ 1/28 

川井 理砂子 

 
 

ロータリーの旅を楽しもう！ 

事務局：さいたま市大宮区桜木町1-11-2 YK-12ビル4F 

TEL.048-871-8881 FAX.048-871-8882 

E-mail：west@rc-omiya-west.com HP : http://rc-omiya-west.com/ 

 

 

 

「職業奉仕月間」 
 

 

 先々週の新年初例会はご参

加ありがとうございました。お

陰様で本年も素晴らしいスタ

ートを切ることが出来ました。 

 そして本日は、ぶぎん地域経

済研究所専務の土田浩様、昨年

に引き続きお越し下さり誠に

ありがとうございます。後ほど卓話をどうぞ宜し

くお願い致します。また、遠く下関から下関西ロ

ータリークラブの林一徳様ようこそお越し下さ

いました。 

他地区のビジターの方をお迎えできて大変光栄

に思います。 

そして、後ほど次年度青少年交換派遣候補生の小

船さんがいらして派遣先が決定したことの報告

をして頂けることになっています。 

 埼玉栄のインターアクトですが、吹奏楽部の細

田さんという生徒さんが 3 月に訪韓することが急

遽決まりました。あわせて 2 月の韓国訪日団等に

つきましては、横溝委員長より詳細をご報告いた

だきます。 

 もうひとつ、先週から小木曽エレクトを団長と

して、ラオスのラオ・フレンズ小児病院へ国際奉

仕部門のメンバーを中心に10名が出発しており、

国際奉仕及びラオ・フレンズ 4 周年の式典に参加

いたしますので、後日の報告をお楽しみに！ 

では、本日もどうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

＜本日のリーダー＞   会員増強維持委員会 
        山本 教雄 会員 

 
 

 

株式会社ぶぎん地域経済研究所 

専務取締役  土田 浩 様 

国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2710 地区下関西ロータリークラブ    

林 一徳 様 

米山記念奨学生 

ムハマド･ナジム･ムハマド･シュクリ 君 

2018-19年度青少年派遣候補生 小船 菜子 さん 

〃      お母様 

 
 
 
 
次郎丸雄希(9日)、横溝一樹(13日)、森田孝和 
(19日)、中村雅之(20日)、大竹庄藏(21日)、 
久保 浩(26日)、吉田奉行(28日)、新見和男 
(29日)、志保達郎(30日)各会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お誕生日、おめでとうございます！ 

会長 新井 清太 

 

ロータリーの目的・４つのテスト 

お客様紹介  染谷 義一 副会長 
 

会 長 あ い さ つ 

誕生日祝い 1月生まれ 



 

 

 

国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2710地区 
下関西ロータリークラブ 

 
林 一徳 様 

 
仕事で浦和に参りましたので、大宮西ＲＣさん

にメーキャップさせていただきました。 
下関といえば「ふぐ」ですが、ふぐの白子は１月
末から２月が一番美味しい時期です。 
下関においでの際は是非、ご連絡下さい。 
 

 

 

 
幹 事 
新藤 栄介 会員 

 
●ネームボックスに 2月の例会予定表を入れさせ
ていただきました。来月は例会開催日が変則的に
なりますのでご注意ください。 
月曜の通常例会は 4 日と 25 日の二日だけです。
11日が建国記念日で祝日休会、18日が IM(インタ
ーシティミーティング)の振替休日となります。 
2 月 14 日(木)開催の第３・第４グループ合同 IM
の登録は本日が最終日です。 
●ガバナー月信 1月号が来ております。中川ガバ
ナーと 2770地区の 12名のガバナー補佐の新年挨
拶が掲載。13ページ新会員紹介に当クラブの石井
敦会員、川﨑春夫会員が載っています。 
●皆様の各テーブルに『ハイライトよねやま』を
配布しております。どうぞお目通し下さい。当ク
ラブの米山奨学生、ナジム君も 3月には埼玉大学
を卒業して社会人となります。例会への参加も残
りあと 2ヵ月です。どうぞ皆さん仲良くしてあげ
てください。 
●例会後に役員会がございます。役員の皆様はお
残り下さい。 
 
 

 

 

インターアクト委員会 

委員長 

横溝 一樹 会員 

 

前回週報でもお伝えいたしましたが、日韓イン
ターアクト交換留学として 2 月 8 日から 13 日の
6日間、韓国青少年訪日団が来日します。 
10日（日）は伊奈学園でのインターアクト協議会、 
12日（火）には青少年部門委員の方数名とともに 
埼玉栄高校への視察訪問を予定しております。 
今回は引率教員の受け入れということでホーム
ステイ等のお願いはございませんが、訪日団滞在
中のご協力を会員皆様にお願い申し上げます。 

 
 
 
大川 正勝 会員 

 
 
 
 
 
 
 
２／１付で山梨県の甲府に異動になります。 
赴任先でもロータリーに入会予定です。 
機会があれば、こちらのクラブにメーキャップ
したいと思います。お世話になりました。 
 

今後のご活躍を祈念いたします 
 

 
 
 
小船 菜子 さん 

 
派遣先がアメリカに決まりま
した。英語で日本のことを伝
えていけるよう頑張ります。 
 

 

 

 

公共イメージ向上委員会 

関根 正也 会員 
 
 
 

１月号は「職業奉仕月間」と言う事で「職業奉仕」

の特集となっております。 

【横組み】 

Ｐ３ 「バリー・ラシンＲＩ会長メッセージ」 

「職業奉仕」について掲載されております。 

「職業奉仕」を定義する事は難しいが、説明する

事は簡単である。仕事を通じてロータリーの理念

を実践することが「職業奉仕」であると話されて

おり、会長自身の経験談から説明されています。 

 具体的には、アメリカで医療機関の管理運営に

携わり、母国に戻った時に、バハマの医療施設が

時代遅れ、かつ不十分であり、必要な治療を受け

るために海外に行かなければならない事も多か

ったようです。しかし、アメリカで培った経験で、

他の医療関係者と違って変化を起こす事ができ、

「母国の医療改善に自分のキャリアをささげる

事で職業を奉仕に繋げられた」とお話されており

ます。この事から、ロータリーが人生の一部にな

ると、ロータリーの礎となった「力を合わせれば

限界はない」と言うポール・ハリスの言葉が、自

分の職業人としての人生にも当てはまると悟っ

ロータリーの友の解説  1月号 

委 員 長 報 告 

幹 事 報 告 

お客様ごあいさつ 

 

2018-19年度 青少年派遣候補生 挨拶 

退 会 ご 挨 拶 



 

たそうです。しかし、一人では近代的な医療をも

たらすことは出来なかったとも振り返り、パート

ナーの医師、熱意あふれる職員全員の力が合わさ

り、変化を起こす事ができ、現実となったと、お

話しされています。更に、ロータリーの創始者４

名も普通の弁護士、鉱山技師、石炭商、洋服商で

あり、この様な多様な職業人が集った事が、ロー

タリーにとっての特別な強みになっている。 

この多様性は、職業分類の制度に表れているとの

事です。また、ロータリーの例会に掛かる時間は

週に１～２時間程ですが、ほとんどの方は、週の

多くの時間を仕事に費やしています。この時間も

同僚、従業員、地域にとって奉仕の機会、つまり

インスピレーションの機会になると結んでおり

ます。 

Ｐ７～Ｐ１７ 「職業奉仕」の特集記事 

私が個人的に気なった記事をご紹介します。 

Ｐ１３ 姫路ＲＣ 安平和彦会員の書籍のご紹

介記事です。国際ロータリー第２５９０地区パス

トガバナー 高良（たから）明氏の著書『凡太の 

奉仕経営物語－ロータリー「奉仕の理念」を経営

に生かすー』の紹介記事です。 

昨年７月に刊行され、高良氏の考える「社会が真

に求めるものをつかんで、己の使命により独自な

るものを創造し、これを世の中に奉仕していく。 

これが経営者の責務であり、生きがいであり、企

業存続の要諦である」と言う考えの下、ロータリ

ーの奉仕の理念を経営に生かし、企業が強くなり、

企業存続の知恵となるポイントを物語風にまと

め上げた４６０ページに及ぶ大著との事です。 

読者をロータリーの奉仕の核心にぐいぐい引き

込んでくれるようです。私も、是非、読んでみた

いなと思います。 

Ｐ１８～Ｐ２１ 動物にまつわる活動「人と動物

の優しい関係」の紹介記事が掲載されております。 

老若男女、国や地域、あらゆる垣根を越えて行動

するのがロータリー。困っている対象がいたら、

それが動物でも…人と動物の交流を助ける活動

を取り上げています。 

【縦組み】 

Ｐ４ 国際ロータリー第２８４０地区の地区大

会基調講演、「人を大切にする経営学会」会長･坂

本光司氏の記事が掲載されております。 

―日本でいちばん大切にしたい会社―と題し、

「いい会社とは」についてお話しされています。   

いい会社とは･･･ 

・会社の真の目的・使命を果たすことを基軸に経

営を実践している会社。 

・関係するすべての人々が程度の差こそあれ、幸

せを実感している会社。 

・真の目的・使命が、関係する全ての人々の幸せ

を追及・実現することになっている会社。 

・みんな、満足度やモチベーションが高く、手段

である業績や勝ち負けは追及しない会社。 

と説明しております。 

 もう少し具体的には、企業は誰のものか…株主

のもの、経営者のもの、社員のもの…いいえ、株

主や経営者が居なければ企業は誕生しませんが、

社員や顧客、更には取引先、仕入先がなければ、

活動は一日たりとも成り立ちません。 

更に、企業は全て、公共交通網、水道・電気・ガ

ス等公共インフラを利用し、支援され、守られ存

続しています。決して自分の力だけでは生きてい

けない。逆に、企業を誰かのものと見ず、「社会の

もの」と見ているから、行政や公的機関が支援し

ていると考えられます。企業経営では「企業は誰

のものか」と言う考え方、見方によって盛衰を決

定付けているそうです。 

 また、企業の成長・発展や業績向上、ライバル

企業との勝ち負けは企業経営の目的ではなく、経

営目的を正しく果たすための、手段であり、結果

に過ぎないとまとめております。 

 そのための考え方として、「企業は五つの業か

らなる生命体」、従来の経営学と異なる「五方良し

の経営学」を提唱されています。 

Ｐ１７ 「友愛の広場」のコーナー 

和歌山城南ＲＣ･井手良明会員の投稿より「『友』

４２年間２００円の価格据え置きに驚き!!」をご

紹介します。私もこの記事を読み、初めて気付き

ましたが、「ロータリーの友」の定価は２００円だ

そうです。縦組みの表紙の右下に小さく定価２０

０円＋消費税と書かれております。それも、１９

５３年の創刊から４２年間据置！創刊時が高か

ったのか？ 今が安いのか？ 

「ロータリーの友」事務局も財政が厳しいようで

すが、昨年、赤字が解消した様です。良かったで

す。 

Ｐ２４ 「ロータリーアットワーク」 

全国のクラブでの活動紹介や活動の苦労話が

沢山掲載されております。 

Ｐ２４ 大阪 池田くれはＲＣで、昨年秋に創立

３５周年を記念し、大相撲秋巡業「池田くれは場

所」を誘致されたとの事。１，６００名の観客が

相撲甚句、取り組みを堪能したそうです。クラブ

全員で裏方に徹し、運営したとの事です。 

Ｐ２７ 埼玉 草加シティＲＣで、国際奉仕活動

の一環として、タイへはしご付き消防車の寄贈と

地元の草加八潮消防局の協力で技術支援を継続

的に行っているそうです。 

１月号は「職業奉仕月間」と言う事で「職業奉仕」

の特集、企業経営に関する内容の記事が多かった

ようです。ご清聴、ありがとうございました。 

 

 
 
 



 

 
 
 

 

株式会社ぶぎん地域経済研究所 

専務取締役  土田 浩 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年に引続き、土田様に「2019 年の経済展望」

をテーマにお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有意義なお話をありがとうございました。 

ゲ ス ト 卓 話 


